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要 旨 
横浜市内の平均気温は長期的に上昇傾向にあり、熱中症患者数の増加など人の健康への悪影響が懸念されている。熱中

症予防に有効な指標として用いられている暑さ指数（WBGT）について、現在、横浜市内では横浜地方気象台でのみ観測が

行われている。本調査では、横浜市内の各地域で暑さ指数にどの程度の差があるかを定量的に把握するため、市内 17 地点

で 2015 年 6 月 2 日から 9 月 30 日まで暑さ指数の調査を行った。その結果、調査期間中の暑さ指数の平均値には、地点間

で最大で 0.6℃の差があった。また、この 17 地点と横浜地方気象台での暑さ指数の比較の結果、横浜地方気象台での 

暑さ指数は市内の暑さ指数を全体的に捉えられていることが分かった。さらに、暑さ指数の調査結果を用いた分析から、 

暑さ指数が高くなるにつれて 1 時間あたりの熱中症による救急搬送人員数が増える関係があることが分かった。 

 

１．はじめに 

 横浜市を含む都市部の平均気温は長期的に上昇傾向に

あり、熱中症患者数の増加など人の健康への悪影響が 

懸念されている。環境省では、2006 年に熱中症予防情報

サイト 1）を開設し、毎年、暑さ指数（WBGT（湿球黒球 

温度）：Wet Bulb Globe Temperature）の情報を提供 

している。2015 年は 5 月 13 日から 10 月 16 日まで、 

全国841地点の暑さ指数の予測値（翌々日まで3時間毎） 

及び実況値（1 時間毎）の情報提供を実施している。 

また、横浜市総務局では、横浜市防災情報 E メール 2）

の配信項目の一つとして、2012 年から、希望者に対して

6 月から 9 月まで熱中症予防情報を提供している。横浜

市域での暑さ指数（WBGT）が 31℃以上に達した場合に 

メール配信による注意喚起を行っている。 

 一方、横浜市環境科学研究所では、2002 年から横浜市

内での夏季の気温観測を実施しており、観測結果からは

市内の地域間での気温差が見られている 3）。例として、

2014年 7～8月の市内の平均気温の分布図を図 1に示す。

観測地点（市内 43 地点）のうち、平均気温が一番高い地

点（鶴見区生麦での 27.1℃）と一番低い地点（港南区 

港南台での 25.7℃）では平均気温に 1.4℃の差があった。 

このことから、市内の地域間では暑さ指数にも差が生

じていると予想される。また、環境省等が提供している

横浜の暑さ指数の情報は横浜地方気象台の観測データ 4）

を基にしているため、市内の各地域と横浜地方気象台で

の暑さ指数にどの程度の差があるかを定量的に把握する

ことも、熱中症予防を効果的に推進する上で重要と考え

られる。本調査では、市内の各地域での暑さ指数を調査 

し、地域間での暑さ指数の差などについて分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 横浜市内の平均気温の分布図 

（2014 年 7～8 月） 

 

２．調査方法 

 2-1 調査地点及び調査期間 

 市内の 17 地点（以下、「調査地点」という。）において、

2015 年 6 月 2 日から 9 月 30 日までの 121 日間（以下、

「調査期間」という。）、1 時間間隔で暑さ指数の調査を

行った。調査地点の施設名及び所在地を表 1 に、調査地

点の位置を図 2 に示す。当初、市内の全区（18 区）で 

1 地点ずつの調査を計画していたが、栄区では他の調査

地点との比較が可能な地点での調査を実施できなかった 

ため、栄区以外の 17 区で調査を行った。 

 

[℃] 

平均気温 

26.9 – 27.1 
26.8 - 26.9 
26.6 - 26.8 
26.5 - 26.6 
26.4 - 26.5 
26.2 - 26.4 
25.7 - 26.2 

38



表 1 調査地点（17 地点）の施設名・所在地 

番号 施設名 所在地 

1 鶴見土木事務所 鶴見区鶴見中央 3-28-1 

2 神奈川土木事務所 神奈川区神大寺 2-28-22 

3 西土木事務所 西区浜松町 12-6 

4 中部水再生センター 中区本牧十二天 1-1 

5 南土木事務所 南区別所 1-7-24 

6 港南土木事務所 港南区丸山台 1-9-10 

7 保土ケ谷土木事務所 保土ケ谷区神戸町 61 

8 旭土木事務所 旭区今宿東町 1555 

9 磯子土木事務所 磯子区磯子 3-14-45 

10 金沢土木事務所 金沢区寺前 1-9-26 

11 港北土木事務所 港北区大倉山 7-39-1 

12 緑土木事務所 緑区十日市場町 876-13 

13 青葉土木事務所 青葉区市ケ尾町 31-1 

14 都筑水再生センター 都筑区佐江戸町 25 

15 戸塚土木事務所 戸塚区戸塚町 2974-1 

16 泉土木事務所 泉区和泉町 4623 

17 瀬谷土木事務所 瀬谷区三ツ境 153-7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 調査地点の位置 

 

 

 2-2 測定項目及び測定方法 

 暑さ指数の算出のために、調査地点（17 地点）におい

て、気温（以下、「乾球温度」という。）、相対湿度及び黒

球温度の 3 項目を測定した。本調査に使用した測定器の

型式及び仕様を表 2 に示す。乾球温度及び相対湿度の測

定では、測定器のセンサーを自作のシェルターに格納し、

気象庁での温度計設置の基準 5）に準拠して、屋上の床面

から高さ約 1.5m の位置で測定を行った。黒球温度の測定

では、センサー部を直径約 15cm の黒球（（株）安藤計器

製工所製 CK-150）に格納し、屋上の床面から高さ約 1.5m

の位置で測定を行った。例として、都筑水再生センター 

での測定器の設置風景を図 3 に示す。 

表 2 測定に使用した測定器の型式・仕様 

測定項目 
気温 

（乾球温度） 
相対湿度 黒球温度 

メーカー (株) ティアンドデイ 

型式 TR-72wf TR-52i 

測定範囲 0～55℃ 10～95％ RH -60～155℃ 

測定精度 ±0.5℃ 

±5％ RH 

（25℃、 

50％ RH 

において） 

±0.3℃ 

（-20～ 

80℃ 

において） 

測定分解能 0.1℃ 1％ RH 0.1℃ 

 

 

図 3 測定器の設置風景（都筑水再生センター） 

 

 

 2-3 暑さ指数の算出 

暑さ指数（WBGT）は、熱中症を予防することを目的と

して、1957 年に Yaglou と Minard 6）によって提案された

指標である。この指標は人体と外気との熱のやりとり 

（熱収支）に着目した指標で、人体の熱収支に与える影

響の大きい湿度、日射・輻射などの周辺の熱環境、気温 

の 3 つを取り入れたものである。 

暑さ指数（WBGT）は労働環境や運動環境の指針として

有効であると考えられている。例として、日本生気象学

会が 2013 年に公表した「日常生活における熱中症予防指

針（Ver.3）」7）を表 3 に示す。この他に、運動に関する

指針として、（公財）日本体育協会が「熱中症予防運動指

針」8）を公表している。また、労働環境における暑さ指

数（WBGT）について、国際的には ISO 7243 9)、国内では 

JIS Z8504 10）として規格化されている。 

屋外での暑さ指数（WBGT） [℃]は、湿球温度を tw [℃]、

黒球温度を tg [℃]、乾球温度を td [℃]とすると、式(1) 

で与えられる。 

 

WBGT ൌ 0.7	t୵  0.2	t  0.1	tୢ  (1) 

 

本調査では、乾球温度 td及び黒球温度 tgについては実

測値、湿球温度 tw については乾球温度及び相対湿度 

から算出した計算値を用いて、暑さ指数を算出した。 
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表 3 日常生活における熱中症予防指針（Ver.3） 

温度基準 

（WBGT） 

注意すべき 

生活活動の 

目安 

注意事項 

危険 

（31℃以上） すべての生活 

活動でおこる 

危険性 

高齢者においては安静状態で

も発生する危険性が大きい。

外出はなるべく避け、涼しい 

室内に移動する。 

厳重警戒 

（28℃以上 

31℃未満） 

外出時は炎天下を避け、室内

では室温の上昇に注意する。 

警戒 

（25℃以上 

28℃未満） 

中等度以上の 

生活活動で 

おこる危険性 

運動や激しい作業をする際は 

定期的に充分に休息を取り 

入れる。 

注意 

（25℃未満） 

強い生活活動 

でおこる 

危険性 

一般に危険性は少ないが 

激しい運動や重労働時には 

発生する危険性がある。 

 

ここで、本調査における湿球温度 twの算出方法につい

て述べる。乾球温度 td における水の飽和蒸気圧を E 

[hPa]、相対湿度を RH [％]とすると、蒸気圧 e [hPa]は 

式(2)で与えられる。 
 

e	 ൌ 	E	 ൈ	
ୖୌ

ଵ
      (2) 

 

一方、湿球温度 tw における水の飽和蒸気圧を E’ 

[hPa]、気圧を P [hPa]とすると、蒸気圧 e は Sprung の

式 11）を用いて、式(3)で与えられる。なお、本調査では、

気圧 P のデータとして、気象庁が提供する横浜地方気象 

台の気象データ 4）を使用した。 

 

e ൌ Eᇱ െ 0.000662 ൈ Pሺtୢ െ t୵ሻ  (3) 

 

また、本調査では水の飽和蒸気圧の近似式として、

Tetens のパラメータ値 12）による August-Roche-Magnus

の式 13)、14）を使用した。この近似式による飽和蒸気圧の

相対誤差が 0～50℃の範囲では 1％未満 15）であることか

ら、本調査においては無視できる程度の誤差と考えられ

る。この近似式では、乾球温度 tdと湿球温度 twにおける

水の飽和蒸気圧 E 及び E’は、それぞれ、式(4)、 

式(5)で表される。 

E ൌ 6.11 ൈ 10
ళ.ఱ	౪ౚ

౪ౚశమయళ.య    (4) 

  E′ ൌ 6.11 ൈ 10
ళ.ఱ	౪౭

౪౭శమయళ.య    (5) 

 

本調査では、式(2)～(5)から湿球温度 tw の計算値を 

算出した上で、式(1)から暑さ指数（WBGT）を算出した。 

 

３．結果と考察 

 3-1 各区での暑さ指数の時間数の分布 

各調査地点（17 地点）において、調査期間（2015 年 

6 月 2 日から 9 月 30 日まで）に測定した乾球温度、相対

湿度及び黒球温度から、調査期間内の 1 時間間隔の暑さ 

指数を算出した。 

例として、鶴見土木事務所（調査地点 1）での暑さ指数

（1℃間隔）毎の時間数の分布を図 4 に示す。また、 

各調査地点について、調査期間中の暑さ指数の平均値 

及び暑さ指数（WBGT）が 4 つの温度基準（注意、警戒、

厳重警戒、危険。表 3 参照）の場合毎の時間数の割合を 

表 4 に示す。 

調査期間中の暑さ指数の平均値は、全調査地点の中で、

西区及び港南区での値（23.6℃）が一番高く、旭区での

値（23.0℃）が一番低かった。調査期間中の暑さ指数の

平均値には、調査地点（17 地点）間で最大で 0.6℃の差 

があった。 

 

図 4 鶴見土木事務所での暑さ指数（1℃間隔）毎 

の時間数の分布 

 

表 4 各調査地点での調査期間中の 

暑さ指数の平均値・時間数の割合 

調査 

地点の 

区名 

平均値 

[℃] 

時間数の割合 [％]（注 1） 

注意 

(25℃ 

未満) 

警戒 

(25℃以上 

28℃未満) 

厳重 

警戒 

(28℃以上 

31℃未満) 

危険 

(31℃ 

以上) 

鶴見 23.4 63.2 25.8 9.1 2.0 

神奈川 23.2 66.0 23.8 8.4 1.8 

西 23.6 62.5 24.8 9.0 3.7 

中 23.5 63.1 24.4 9.8 2.7 

南 23.4 63.6 24.8 9.6 2.0 

港南 23.6 62.2 24.5 9.5 3.8 

保土ケ谷 23.3 65.7 22.1 9.4 2.8 

旭 23.0 68.8 20.5 8.5 2.1 

磯子 23.5 62.6 25.4 9.0 3.1 

金沢 23.4 64.1 24.7 9.9 1.3 

港北 23.3 64.6 24.3 8.6 2.5 

緑 23.1 67.6 22.1 8.4 1.9 

青葉 23.1 67.4 22.3 8.6 1.7 

都筑 23.4 64.3 23.7 9.6 2.4 

戸塚 23.4 64.9 22.1 9.5 3.5 

泉 23.2 66.7 22.4 9.0 1.8 

瀬谷 23.1 67.4 22.2 8.5 1.9 

平均 23.3 65.0 23.5 9.1 2.4 

（注 1）小数点第二位で四捨五入しているため 

合計が必ずしも 100％となっていない。 
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 3-2 各調査地点と横浜地方気象台での 

暑さ指数の差 

本調査で算出した各調査地点（17 地点）における調査

期間内の 1 時間間隔の暑さ指数と、環境省が熱中症予防

情報サイト 1）で提供する横浜地方気象台での同時刻の 

暑さ指数の実況推定値（速報版）（以下、「横浜地方気象 

台での暑さ指数」という。）との比較を行った。 

例として、鶴見土木事務所（調査地点 1）での暑さ指数 

から横浜地方気象台での暑さ指数を引いた差（0.2℃間隔）

毎の時間数の分布を図 5 に示す。調査期間中の平均値 

では、鶴見土木事務所での暑さ指数は、横浜地方気象台 

での暑さ指数よりも 0.21℃高かった。 

各調査地点での暑さ指数から横浜地方気象台での暑さ

指数を引いた差の調査期間中の平均値、標準偏差及び

1℃以上の差がある時間数の割合を表 5 に示す。調査地点

の暑さ指数の平均値が一番高い港南区では横浜地方 

気象台での暑さ指数よりも約 0.4℃高く、調査地点の 

暑さ指数の平均値が一番低い旭区では横浜地方気象台 

での暑さ指数よりも約 0.2℃低かった。また、17 地点の

平均の暑さ指数と横浜地方気象台での暑さ指数の差は、

調査期間中の平均値では約 0.1℃の差であった。以上 

から、横浜地方気象台での暑さ指数は、横浜市内の暑さ

指数を全体的に捉えられていると考えられる。また、 

各調査地点と横浜地方気象台での暑さ指数に 1℃以上 

の差がある時間数の割合は、17 地点の平均では 14.6％ 

であった。 

 一方、各調査地点と横浜地方気象台での暑さ指数 

に 1℃以上の差がある時間数の割合を、6 時間毎の時間帯

別に集計した結果を表 6 に示す。17 地点の平均値で見る

と、夜間（18 時～5 時）では暑さ指数に 1℃以上の差が

ある時間数が 5％未満であったのに対して、朝から夕方

（6 時～17 時）では 25％程度と大きく、日中の方が夜間

に比べて市内の各地域と横浜地方気象台での暑さ指数の 

差が大きいことが分かった。このことから、今後、 

市内の各地域で熱中症予防の取組を効果的に進めていく

ためには、日中において、夜間に比べて、市内の各地域

と横浜地方気象台での暑さ指数の差を考慮に入れた方が 

良いと考えられる。 

 

 

図 5 鶴見土木事務所での暑さ指数から 

横浜地方気象台での暑さ指数を引いた 

差（0.2℃間隔）毎の時間数の分布 

表 5 各調査地点での暑さ指数から横浜地方 

気象台での暑さ指数を引いた差の 

調査期間中の平均値・標準偏差・ 

1℃以上の差がある時間数の割合 

調査 

地点の 

区名 

平均値 

[℃] 

標準偏差 

[℃] 

1℃以上の差が 

ある時間数の 

割合 [％] 

鶴見 0.21 0.63 10.4 

神奈川 -0.02 0.67 11.7 

西 0.36 0.77 15.6 

中 0.34 0.55 9.1 

南 0.22 0.61 9.5 

港南 0.38 0.74 16.4 

保土ケ谷 0.11 0.66 12.1 

旭 -0.23 0.78 18.2 

磯子 0.31 0.67 12.9 

金沢 0.18 0.65 11.3 

港北 0.11 0.73 13.9 

緑 -0.11 0.82 18.5 

青葉 -0.10 0.82 18.0 

都筑 0.22 0.80 18.3 

戸塚 0.20 0.79 17.2 

泉 -0.03 0.79 17.1 

瀬谷 -0.14 0.80 17.6 

平均 0.12 0.72 14.6 

 

 

表 6 各調査地点と横浜地方気象台での 

暑さ指数に 1℃以上の差がある 

時間数の割合（時間帯別） 

調査 

地点の 

区名 

調査地点と横浜地方気象台の暑さ指数に

1℃以上の差がある時間数の割合 [％] 

0 時 

～5 時 

6 時 

～11 時 

12 時 

～17 時 

18 時 

～23 時 

鶴見 1.4 17.4 16.1 6.6 

神奈川 2.2 21.7 20.4 2.6 

西 0.7 34.2 25.6 1.8 

中 0.3 20.0 13.9 2.1 

南 0.4 17.4 15.7 4.6 

港南 0.8 28.7 28.9 7.0 

保土ケ谷 1.4 24.8 20.4 1.7 

旭 10.3 30.3 27.8 4.3 

磯子 0.3 23.8 23.9 3.6 

金沢 1.2 20.0 19.4 4.7 

港北 2.1 25.3 22.9 5.2 

緑 6.2 30.6 31.0 6.2 

青葉 8.5 27.7 28.2 7.7 

都筑 5.1 30.3 24.7 13.0 

戸塚 2.5 31.3 31.8 3.2 

泉 8.5 27.7 27.4 4.8 

瀬谷 6.3 30.2 29.3 4.4 

平均 3.4 26.0 24.0 4.9 

0

200

400

600

時
間

数
［
時

間
］

暑さ指数（WBGT）の差［℃］

-3 -2 -1 0 1 2 3

41



3-3 暑さ指数毎の熱中症による救急搬送人員数 

横浜市消防局では、熱中症関連情報 16）の一環として 

熱中症発生状況を調査している。本調査では、暑さ指数

と熱中症による救急搬送人員数の関連を調べるため、 

調査地点のある 17 区での調査期間内の熱中症による 

救急搬送人員数（計 867 人）について、本調査で算出 

した暑さ指数毎に救急搬送人員数を集計した。 

例として、鶴見土木事務所（調査地点 1）での暑さ指数

（1℃間隔）毎の、鶴見区内での熱中症による救急搬送 

人員数の分布を図 6 に示す。この図において、暑さ指数

が 32℃の場合の熱中症による救急搬送人員数（1 人）が、

31℃の場合の救急搬送人員数（8 人）よりも少なくなっ

ている原因としては、図4に示すように、暑さ指数が32℃

の時間数（4 時間）が 31℃の時間数（53 時間）よりも 

大幅に少なくなっている影響が含まれている。 

また、全調査地点（17 地点）での暑さ指数（1℃間隔）

毎の、17 区での熱中症による救急搬送人員数の分布を 

図 7 に示す。 

さらに、暑さ指数（WBGT）が 4 つの温度基準（注意、

警戒、厳重警戒、危険。表 3 参照）の場合毎の、17 区 

での熱中症による救急搬送人員数の集計結果を表 7 

に示す。 

 

 

 

図 6 暑さ指数（1℃間隔）毎の 

鶴見区内での熱中症による 

救急搬送人員数の分布 

 

 

 

図 7 暑さ指数（1℃間隔）毎の 

17 区での熱中症による 

救急搬送人員数の分布 

表 7 熱中症による救急搬送人員数の集計結果 

地点 

（区） 

熱中症による救急搬送人員数 [人] 

注意 

(25℃ 

未満) 

警戒 

(25℃以上 

28℃未満) 

厳重 

警戒 

(28℃以上 

31℃未満) 

危険 

(31℃ 

以上) 

合計 

鶴見 6 20 31 9 66 

神奈川 6 15 17 11 49 

西 3 8 13 13 37 

中 5 25 39 19 88 

南 1 17 35 6 59 

港南 1 9 14 13 37 

保土ケ谷 1 8 15 26 50 

旭 8 21 21 14 64 

磯子 0 5 21 10 36 

金沢 0 11 29 10 50 

港北 6 16 30 20 72 

緑 1 9 14 7 31 

青葉 1 16 32 11 60 

都筑 3 6 15 12 36 

戸塚 7 14 17 18 56 

泉 5 12 13 7 37 

瀬谷 4 13 17 5 39 

合計 58 225 373 211 867 

 

 

 3-4 暑さ指数と単位時間あたりの 

熱中症による救急搬送人員数の関係 

3-1 で求めた各調査地点での暑さ指数（1℃間隔）毎の

時間数の分布と、3-3 で求めた暑さ指数（1℃間隔）毎の 

熱中症による救急搬送人員数の分布から、暑さ指数（1℃

間隔）毎に単位時間（1 時間）あたりの救急搬送人員数を

計算した。例として、鶴見土木事務所（調査地点 1）での

暑さ指数（1℃間隔）毎の、鶴見区内での単位時間あたり 

の熱中症による救急搬送人員数の分布を図 8 に示す。 

各調査地点について、暑さ指数（1℃間隔）毎の単位 

時間あたりの熱中症による救急搬送人員数の分布に対し

て、最小二乗法を用いた線形近似による分析を行った。

なお、線形近似の際には、各調査地点での暑さ指数（1℃

間隔）毎のデータのうち、調査期間内の暑さ指数の時間 

数が 10 時間未満のデータ及び調査期間内の熱中症に 

よる救急搬送人員数が 4 人未満のデータについては、 

データに含まれる誤差が大きいと考え、線形近似を行う 

対象から除いた。 

例として、鶴見土木事務所（調査地点 1）での暑さ指数

（1℃間隔）毎の、鶴見区内での単位時間あたりの熱中症 

による救急搬送人員数の線形近似結果を図 9 に示す。 

線形近似直線の決定係数（R2）が 0.90 と高い値を示し

ており、暑さ指数が高くなるにつれて単位時間あたりの

熱中症による救急搬送人員数が増える関係が見られた。

この線形近似直線の傾きから、鶴見区では暑さ指数が

1℃高くなるにつれて、熱中症による救急搬送人員数が 

単位時間（1 時間）あたり 0.022 人増えると推測される。 
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同様の方法で、各調査地点について、暑さ指数（1℃間

隔）毎の、単位時間あたりの熱中症による救急搬送人員

数を線形近似した際の、線形近似直線の傾き、決定係数 

（R2）及び近似に用いた暑さ指数の範囲を表 8 に示す。

各調査地点での線形近似直線の決定係数（R2）は、決定係

数が低い地点（南区、戸塚区）でも 0.5 以上、決定係数

が高い地点（中区、青葉区）では 0.95 以上となっており、

全体的に、暑さ指数が高くなるにつれて単位時間あたり 

の熱中症による救急搬送人員数が増える関係が見られた。 

一方、全調査地点（17 地点）での暑さ指数（1℃間隔）

毎の、17 区での単位時間あたりの熱中症による救急搬送

人員数の分布を図 10 に示す。また、全調査地点（17 

地点）での暑さ指数（1℃間隔）毎の、17 区での単位時間

あたりの熱中症による救急搬送人員数の分布に対して 

線形近似を行った結果を図 11 に示す。 

ここでも線形近似直線の決定係数（R2）が 0.92 と高い

値を示しており、暑さ指数が高くなるにつれて単位時間

あたりの熱中症による救急搬送人員数が増える関係が見

られた。なお、線形近似の際には、暑さ指数（1℃間隔）

毎のデータのうち、全調査地点（17 地点）での調査期間 

内の暑さ指数の時間数が 170 時間未満のデータ及び 

17 区での調査期間内の熱中症による救急搬送人員数が

68 人未満のデータについては、データに含まれる誤差が 

大きいと考え、線形近似を行う対象から除いた。 

 

 

図 8 暑さ指数（1℃間隔）毎の 

鶴見区内での単位時間あたりの 

熱中症による救急搬送人員数の分布 

 

図 9 線形近似結果（鶴見区内での単位時間 

あたりの熱中症による救急搬送人員数） 

表 8 各調査地点で単位時間あたりの熱中症に 

よる救急搬送人員数を線形近似した際の 

線形近似直線の傾き・決定係数等 

地点 

（区） 

傾き 

[人/ 

時間・℃] 

決定係数 

R2 

近似に用いた 

暑さ指数の 

範囲 [℃] 

鶴見 0.022 0.90 24、26～31 

神奈川 0.019 0.83 24～26、28～31 

西 0.016 0.70 27～28、30～31 

中 0.042 0.96 26～32 

南 0.026 0.55 26～31 

港南 0.018 0.72 26～28、30～31 

保土ケ谷 0.082 0.72 27～28、30～32 

旭 0.043 0.62 25～31 

磯子 0.020 0.68 27～32 

金沢 0.040 0.79 26～31 

港北 0.046 0.79 26～32 

緑 0.018 0.65 25、29～31 

青葉 0.042 0.97 26～31 

都筑 0.046 0.78 28～30、32 

戸塚 0.029 0.52 
24、26～27、 

29～32 

泉 0.012 0.93 24～26、29～31 

瀬谷 0.016 0.88 25、27～29、31 

 

 

図 10 暑さ指数（1℃間隔）毎の 

17 区での単位時間あたりの 

熱中症による救急搬送人員数の分布 

 

図 11 線形近似結果（全調査地点での単位時間 

あたりの熱中症による救急搬送人員数） 
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４．おわりに 

横浜市内での熱中症予防を効果的に進めていくために、

市内の地域間で暑さ指数にどの程度の差があるかを定量

的に把握することを目的として、市内 17 地点で 2015 

年 6 月 2 日から 9 月 30 日まで暑さ指数の調査を行った。 

本調査の結果、調査期間中の暑さ指数の平均値は、 

全調査地点の中で、西区及び港南区での値（23.6℃）が

一番高く、旭区での値（23.0℃）が一番低く、最大で 0.6℃ 

の差があった。 

また、17 地点の平均の暑さ指数と横浜地方気象台での

暑さ指数の差は、調査期間中の平均値では約 0.1℃の差

であり、横浜地方気象台での暑さ指数は、横浜市内の 

暑さ指数を全体的に捉えられていることが分かった。 

一方、各調査地点と横浜地方気象台での暑さ指数の差

を 6 時間毎の時間帯別に集計したところ、17 地点の平均

値で見ると、夜間（18 時～5 時）では暑さ指数に 1℃ 

以上の差がある時間数が 5％未満であったのに対して、

朝から夕方（6 時～17 時）では 25％程度と大きいことが

分かった。このことから、今後、市内の各地域で熱中症

予防の取組を効果的に進めていくためには、日中におい

て、夜間に比べて、市内の各地域と横浜地方気象台での 

暑さ指数の差を考慮に入れた方が良いと考えられる。 

さらに、本調査で得られた暑さ指数と単位時間（1 時

間）あたりの熱中症による救急搬送人員数の関係を分析

したところ、暑さ指数が高くなるにつれて単位時間あた

りの熱中症による救急搬送人員数が増える関係がある 

ことが分かった。 

本調査で得られた市内の地域間での暑さ指数の差の 

傾向や、暑さ指数と単位時間あたりの熱中症による救急

搬送人員数の関係は、今後、市内の地域毎の熱中症予防

の取組の推進や、市内の地域毎の熱中症リスクの予測 

などに活用できると考えられる。 
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